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宗谷の思い出
吉 川 虎 雄
南極六年史を調べてみると,"宗 谷"の 最初と最後の
南極行の全航程にいずれも参加したのは,わ ずかに5人
である.しかも,その2回 しか宗谷に乗らなかったもの
となると,ど うも私だけらしい.ふ しぎなめ ぐり合わせ
で,南 極観測船としての宗谷の門出の便と最終便とにだ
け乗 りあわせることになったのであるから.宗谷にっい
て何か書かされる羽目になっためもいたし方のないこと
と思って,筆 をとった.
第1次 と第6次 との間では5年 の歳月しかたっていな
いが,そ の間に,ヘ リポートの新設や居住区の改造など
によって,宗 谷の構造はかな り変っていたし,上述のよ
うに,隊 員 ・乗組員の大部分が交代していた.そ の上,
5回の航海の経験にもとついて船内生活もかなり改善さ
れていたので,第6次 の航海の際には,第1次 に くらぺ
てずい分のかわ りようだと感 じたものである.
第1次 の宗谷船内は,端 的にいって,隊 員53名,乗組
員77名の人間がひしめき合い,は じめての南極行につき
まとう張 りつめた気分がみなぎっているという感 じであ
った.携行する器材 ・装備 ・食料などの量は綿密な計算
の下に算出されたが,未 経験の事業であっただけに,安
全を慮 って過大になることはさけられなかったようであ
る.そ れらの大量の物質が狭い船内につめこまれたので
あるから,単に船内が狭 く雑然としていたというだけで
はなく.荷繰りが思うようにはかどらないために,せ っ
かく豊富な物資をかかえながら,それらを船内生活に計
画的に利用できないといううらみがあった.それでも,
そんな雑然とした中での船内生活が私にははじめての経
験として珍らしく,単調な日課のくりかえしの毎日にも
退屈を感 じない航海であった.も っとも,私が年令的に
隊員の中間層に位置し,設営に直接責任がなかったため
に,比 較的気楽な船内生活をすごせたといえ る のだ ろ
う。設営関係の隊員にとっては,退 屈どころのさわぎで
はない毎日であったように思われた.た だ犬ぎらいの私
には,犬 当番だけはどうにも耐えられず,適 当にさぼっ
ていた.単 調な船内生活では.は じめて見る船外の自然
の移 り変わ りは何 ものにもかえがたい楽しみであった.
熱帯から寒帯にわたる自然の相貌を垣間見るだけでも,
私には貴重な経験であった.中 でも,鉛色の雲の下にに
ぶ く輝 く氷山の威容,白 いパックアイスの彼方に薄煙色
に映える大陸氷の遠望,デ ッキチェアにもたれて眺めた
インド洋のすばらしい夕焼け,し たたるぱか りの濃緑の
木々におおわれたスマ トラの山々などは.20年たった今
でもその色とともに脳裡に鮮かによみがえってくる.
第6次 航海の際には,観 測隊の責任をもっ立場にたっ
たために.船 内生活では第1次 の際 とはちがった多 くの
経験をえたし.乗組員の方々との交わりも多かった.し
かし,私にとっては2回 目の南極行であったためでもあ
ろうが,そ れよりも5回の経験を通して改善 されてきた
船内生活がずい分日常的なものになっていたために,そ
の思い出はあまり強烈でない.帰路の一部をのぞいて,
隊員が18名と少なかったために,少 くとも隊員居住区に
は第1次 の際にはなかったゆとりが見られた.歴代の観
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測隊が努力した宗谷側との対応にも,5回 の経験から生
れた慣習のようなものがあって,お よそ交渉のきらいな
私にもそれに苦労したという思い出がない.も っとも,
私の知らないところで担当隊員が苦労していたのであろ
うが,私 がそれを知らないでも処理できる状況にまで改
善 されていたのであろう.南極でも氷状が悪く,長距離
空輸を強いられる状態であったが,宗 谷はこれを快 よく
敢行して くれたし,基地作業中,長 期間宗谷がピセット
される状況がつづいた.ま た,船 体の老朽化による宗谷
の損傷も多かった.そ れでも,全航程を通 じて,第1次
の際には予想もできなかったのびやかな気分が船内にあ
ったのは,5回 の経験をへた結果であろうと思われる.
第1次 と第6次 とをくらべて.こ のように宗谷の船内
生活には大 きな変化が認められるが,変 らなかったもの
は暑さと動揺の大きさとである.南極へ行 く とい っ て
も,その全航程の半分以上は30°Cをこすむし暑さの中
での生活であり,南極らしい寒 さを経験したのは,船 上
での海氷観測 と南極における野外活動とのごく限られた
期間だけである.結局,雪 焼けともn焼けともつかない
黒い顔をして帰国した.船 の動揺は第1次 の時の方が激
しかったが,幸 いにも私は船酔いをほとんど経験 しなか
った.P－ リングの激しい日の食ll`時に.食 卓の上を右
往左往 してすべる食器の姿は壮観であった.お かげで下
船後 も,ビール瓶を片手でもっていないと,安心 してピ
ールが飲めない気分が しばらく続いた.
15年の歳月は私が宗谷船内で経験 したことを純化させ
て,快 よい思い出のみを数多く残すようになったのか も
しれない.し かし,た とえそうであるにせよ,宗谷船内
ですごした合わせて1年足らずの月日は,私 の30才代に
おけるもっとも充実した時の一つ で あった と思って い
る.(筆 者:東京大学理学部教授)
南 極 観 測 隊 便 り
一箪18次越冬隊の近況一
昭和基地の8,9月 は,気温はまだ真冬のままだが,
日増しに日照時間が長 くなり(9月23口の秋分の日から
は日本とは逆に昼の方が長い。),どことなく春の息吹き
が感 じられる頃である.しかし今年の9月は例年にな く
悪天候がつづき,最大平均風速20m以上の日が14日,雪
日数は24日にもな り.オーロラ観測や野外で行 う海底地
形調査などの機会にはあまり恵まれなかった.
8月12日に昭和基地を出発した.み ずほ観測拠点への
第3回 内陸旅行隊は,17日無人観測点A、 で地磁気3成
分の観測が正常に行われていることを確認し,L)1E」みず
ほ観測拠点に到着した.諸 作業の後,滞 在要員2名を旅
行隊員と.交代(拠 点のリーダーは藤島から藤井に交代)
し,非 常用車輌として大型雪上車KD-609を残置し.31
ユ ー ス
日帰 途 に つ い た.途 中,A,点 で 観測 機 器用 の電 池 の 交
換,自 記気 象 計 の 設 置 な どを行 い,ブ リザ ー ドに悩 ま さ
れ な が ら も.9月15日,昭 和基 地 に 全 員 無'jF帰投 し た.
海 氷 の 安定 を待 ち な が ら東 オ ン グル 周 辺 で 行 って きた
海 底 地 形 調 査(測 深)は,比 較 的 海 氷 の 落 ち 着 い て き た
9月.オ ン グ ル カル ベ ン島付 近 で96点,月 末 に基 地 西 方
50kmまで35点で行 っ た.
.一方 ,第18次 隊 最後 の ロ ケ ッ ト観 測 で あ る,電 離 層 エ
ア ロ ノ ミー の 研究 を 日的 と したS-210JA27.号機 の打 ち
上 げ は8月10Hl5時47分3秒(現 地 時 間)にf.fわれ,167
秒 後 最 高到 達 高度119.5kmに達 した.ロ ケ ッ トに搭 載 し
た観 測 計 器 は 全 て 正 常 に 働 き,高 緯度 地 域 に お け る成 層
圏 か ら下 部 電 離 層 の オ ゾ ン高度 分 布,電 離 層 構成 物 質 と
そ の イ オ ン 化学 反 応 の 研 究 上 極 め て 貴 重 な デ ー タ ー を取
得 した.こ れ で 第18次隊 の ロケ ッ ト観 測 はS-310JA型
2機,S-210JA型4機 と も全 て 成功 裡 に終 了 した.
第4回 の 内 陸旅 行 は10月中 旬 にr・定 され,ま た,沿 岸
調 査 も活 発 に な っ て くる 南極 の 春,昭 和 基 地 は設 営 と も
順 調 に越 冬 生 活 を送 っ て い る.み ず ほ観 測 拠 点 は 明 る く
な っ た とは い え9月 の 最 低 気 温 は 一50.3°Cを言己録 し て
い るが,そ ん な中 で も藤 井,戸 谷,金 子,小 賀の4隊 員
は観 測 や,発 電 機 の保 守 や通 信 に と元 気 に 頑 張 っ て い
る.
一第19次観測隊員全員が決まる一
11月25日llivaする第19次観測隊nの うち,未 定だった
2名の越冬隊員が9月12[|南極地域観測統合推進本部か
ら発表された.
気象担当 伊藤朋之(昭18.4.2,34才)
気象庁気象研究所(運 輸技官)
調理担当 油谷和夫(昭23.4.26.29才)
国立極地研究所事業部(文 部技
官)(東 条会館)
また,南 極条約に基づ く交換科学者として国立極地研
究所占田栄夫教授を英国基地(フ ァラデ ィ及びロセラ)
へ派遣することも決定された.さ らに,日 米ニュージー
ランドによる三国共同観測のため南極マクマー ド・サウ
ン ド地域へ派遣する国立極地研究所穴内桂三助教授 と船
木実助手の2名 も決定 された.
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国 際 会 議 報 告
－IAGAflAMAP共同集会一
2年に一度開かれている国際地球電磁気学 ・超高層大
気物理学協会(IAGA)の集会と,国際気象 ・大気物理
学協会(IAMAP)の集会が,今 回は共同して,8月22
日から9月3日 まで2週 間にわたり.アメリカ合衆国シ
ア トル市にあるワシントン州立大学で開催された,全 体
の出席者数は.　IAGA関係が約500名,　IAMAP関係が
約500名の合計1,000名.参加国約60カ国にものぼ り,日
本からは,　IAGA関係で23名,　IAMAP関係で約30名
が参加した.
集会は,　IAGAとIAMAPの 共通問題をテーマにし
たセ ッション(例えば,「気象に対する太陽 活 動度 及
び磁場変動の影響」など)が4つ 設けられ,こ の他,
IAGA関係で37,　IAMAP関係で15のセッションが設
けられ研究発表が行われた.研究発表は,通常朝8時 半
から昼食をはさんで夕方6時 まで行われたが,　IAGA関
係は,発 表数が膨大なため,しばしば夕食後夜10時頃ま
で続けられた.集 会では,こ の他,ボ ーイング会社見学
やナショナル ・パークのバスツアー,鮭料理のバーベキ
ュー,オ リンピックホテルでのバンクェットなど,趣 向
をこらした行事が行われた.
IAGAは.地球内部磁場,超 高層大気物理現象,磁 気
圏現象,太陽風及び惑星悶空間磁場,そ して観測所 ・観
測器 ・指数 ・データの5つ の部門から なって い るが,
今年はIMS　(国際磁気圏観測計画)の2年 目に当るこ
とから,各部門ともそれらの中間報告的発 表 が 目立っ
た.しかし,本格的研究成果はこれからとい う段階であ
った.た だ,ア メリカの人工衛星による地球磁気圏での
磁場,電 場,プ ラズマ粒子の観測では,数 々の新しい事
実が発表され,大 きな注目を集めた.日 本の南極におけ
るIMS総 合観測の経過は,「 南極におけるIMS中 間
報告」のセッションで発表され,昭 和基地がヨーロッパ
観測網の共役点に当るところから,ヨーロッパ諸国の大
きな関心を呼び,今後データ交換を頻繁に行い,い くっ
かのテーマで共同研究を行 う方向で話し合いが進められ
た.こ の他,集 会中,　MAP　(Middle　Atmophere　pro.
gram)の会合が開かれ.日 本.ア メリカ,ソ連など各国
のプロジ=ク トが紹介され,　IMS後に計画されている
中間圏観測計画の第一歩が踏み出された.
次回は,2年 後IUGG　(国際測地学,地 球物理学連
合)会 議に含まれる形で,オ ース トラリアのキャンベラ
で開かれることになっている.
(筆者:福 西 治 国立極地研究所助教授)
一策3回 南極地質 ・固体地球物理シンポジウムー
第3回 南極地質 ・固体地球物理シンポジウムは,8月
22日から27日まで,米 国 ・ウィスコンシン州マジソン市
のウィスコンシン大学で開かれた,極 地研究所からは,
筆者が初日から,永 田所長と吉田教授が25日から出席 し
た.ま た,千 葉工業大学の鳥居鉄也教授,大 阪市立大学
の吉田勝助手とノルウェー極地研究所の太田晶秀教授 も
参加した.
シンポジウムは16の課題についての会合に分れ,第L
5日は一会場,第2,3,4日は二会場で発表,討 論を行
った.発表 された論文は150編を超 し,参加者 も200人
以上を数えた.
シンポジウムは8月21日夕の歓迎 レセプションで幕を
開けた.22日は8時30分から開会式があり,組織委員長
のウィスコンシン大学 ・クラドック教授の開会の辞,ノ
ルウェーのイエルスビック博士の挨拶,米 国科学アカデ
ミー.デ ュクース博士の歓迎の辞など,30分の行事が行
われた.続 いて,「 ゴンドワナ大陸」の研究を中心に発
表がなされた.科 学史上に残る海洋底拡大説が提唱され
20年になるが,最 後に残された南極プレー トも,各国の
研究者の努力によりようや く科学のメスが入れられてき
た.
第2日 の 「東南極楯状地」で,大 阪市大の 吉 田氏 か
ら,日本隊の昭和基地を中心とした地質調査の成果が報
告された.
第3日 は,前 日から続いている 「スコチァ弧」や 「火
成岩」についての報告がなされた.南 米の南端と南極半
島の先端とを分断させているスコチァ弧は,地球上でも
特異な場所であ り,英 ・米両国の研究者を中心として,
多 くの研究活動がなされている.
第4日 の 「地殻構造」では,永 田所長が座長を勤め,
筆者が地震と重力の2編 の論文を発表した.筆者が南極
に起った小地震を自然地震と見ているのに対 し.ニ ュー
ジーランドのアダムス博士は氷霧 と断定,こ れに対し,
地質学者,雪 氷学者から反論がだされるなど活発な議論
があった.
第5日 は 「新世代の歴史」で.最 初の講演者として永
田所長が南極での隅石探査についてのまとめを話され,
多くの研究者の興味をひいた.午後からはDVDP関 係
の論文が続 き.あたか も来年 日本で開くセミナーの前唱
であるかのようだった.また,英 国による飛行機を使っ
ての精力的な地球物理学的な探査も注目を集めた,閉 会
式はソ連のラピッチ博士らの謝辞で幕を閉じた,
27日はマジソン市北方のパブロ地域の地質構造の見学
会があった.ウ ィスコンシン氷河期でその地名を残す,
この地方の地球上で最も古い地層 と氷河堆積の地形など
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を見てまわった.一 日中,車 で走りまわって,同 じよう
な地層や地形が続 き,我々日本人には特に興 味深 かっ
た.(筆 者:神 沼克伊 国立極地研究所助教授)
－SCAR作業委員会－
SCAR地質分科会及び固体地球物理分科会 の作業委
員会は,シ ンポジウムに続いて,8月28,29日.マジソ
ン市北々西約65㎞にあるリゾートホテル 「デビルズヘッ
ドロッヂ」で開かれた.こ の付近はウィスコンシン氷期
のモレーンが丘陵をなし,夏はゴルフやテニス,冬 はス
キーが楽しめるリゾー トエ リアである.
地質分科会の作業委員会は28,29日,固体地球物理分
科会はシンポジウムの最終日26日と29日に行われた.26
目の固体地球物理分科会には永田所長と筆者が,28日の
地質分科会は吉田教授が.29日の地質 ・固体地球物理合
同の作業委員会及び固体地球物理分科会には筆者が,そ
れぞれ出席 した.
両作業委員会とも前回(地 質は1973年.オース トラリ
ア ・キャンベラ,諏訪兼位名古屋大学助教授出席.固 体
地球物理は1975年,フランス ・グルノーブル,永 田所
長,神 沼助教授出席)の実行決議案の実施状況やその後
の経過報告が行われた後,新 しい決議案及び当面する諸
問題について討議された.
日本からは,グ ルノーブルで決議され,日 本が引き受
けた地磁気分布図の進行状況及び今後の南極での地学の
研究計画について報告した。特に地磁気分布図について
は,国土地理院の努力でほとんど完成 した図を披露でき
たので,各 国の代表か ら喜ばれた,
地質ではソ連が担当している南極全体の地質図の作製
で.最 近の成果までを含めたものを1978年前半に発行す
ることが報告 された,こ の説明書を英語にして欲 しいと
の要望が出されたのに対し,は っきりした答が得られな
かうた.地磁気分布図には英語の説明をつけると報告し
たのに対し,対 照的な感があった.
地質分科会では,今 回行われたシンポジウムのプロシ
ーデングス刊行についての費用の問題や,シ ンポジウム
そのものの経費,地層名辞典の刊行費用など,出版物発
行の方法 と問題が一つの話題になった.ゴ ンドワナに関
する共同調査も議論された.鉱 物資源にっいてはEAM
REA　の報告・書が配布され,討 議されたが,十 分 目を通
してない段階であったので,論 議を持越した 形 で あ る
が,南 極の自然条件の厳しさ,現在の技術水準,経 済性
の評価などについて,た とえば容易には開発し得ないだ
ろうとする見通しの甘さについての指摘がなされたのが
注目される.
鉱物資源問題は合同作業委員会の大きな課題として取
り上げられはしたものの,地 質学的,地 球物理学的な諸
ユ ー ス
調査が必要なことを確認したにとどまり.詳 しくは9月
のロン ドン会議の結果をみて対処す る こ とが話合われ
た.(筆 者:神 沼荒研 国立極地研究所助教授)
アイスラン ドにおけ る
地磁気共役点観測
現在,国際磁気圏観測(lnternationalMagnetespheric
StudyIMS1976-1979)が実施されつつある.こ の一
環として計画されたのがアイスランドにおける昭和基地
との地磁気共役点(地 球の磁力線によって結ばれている
南北両半球の地点)観 測である.太 陽から飛来してオー
ロラを光らせる源になっている荷電粒子群(オ ーロラ粒
子)は 地球の磁力線に沿って南北両半球に降 り込み,オ
ーロラ現象とともに自然電磁波動や地磁気変 化 を 起 こ
す.従 って,ア イスランドにおいて昭和基地と同種の観
測を行い,その特性を比較することにより,オーロラ.
電磁波動現象の源である磁気圏内の状態を探 ぐる重要な
情報源を得ることができる.今 回の共役点観測はフラン
スと共同して行われた.こ の期間中には,昭 和基地にお
いてロケット,バルーンの打ち上げ,　ISIS衛星のテレ
メータ受信及び地上観測網の観測により南半球での立体
観測を実施し,ま た,ヨ ーロッパ共同体衛星GEOSが
本来の目的であった静止軌道に乗ることに失敗したもの
の,幸 い12時間軌道に乗 り,遠地点付近約6時 間は昭和
基地一 レイキャビックを結ぶ磁力線の赤道面付近に位置
し,オ ーロラ粒子源付近での総合観測を行 う.従って今
回の観測期間中には,オ ーロラ粒子,電磁波動の源から
伝播経路内及び南北西半球の到達地点までの"共役点立
体同時観測"が 実現された.
7月26口にレイキャビックに到着し,翌 日,我々の観
測器を積んだ トラックに同乗して150㎞離れた観測所へ
向か う.今回の日仏共同観 測 は　Husafell　(64e73tN,
20°83'W)とい うキャンプ村を生活の拠点にし,さ らに
3㎞離れた広々した河原の近 くに観測所を設けた.観測
所の電源には,フ ランス側が立派な2台の発電機を持ち
込んだため,停 電,電 源変動等の心配がない.7月28日
から観測機器の開梱,設 置,調整にとりかかる.東京か
らアイスランドへの運搬による器械の破損、故障がほと
んどなかったため順調に準備が進み,7月30日までにす
べての最終調整を完了させ,31日から連続観測を開始し
た.
今回の共同観測の参加者は,若 い勝田豊技官と3人の
フランス人技術者(3人 ともノルウェーの予備観測に参
加)と1人 の科学者の計6人 である.日本側の観測項目
は.オ ーロラTVカ メラ,2方 向オーロラ光電測光器,
VLF帯 自然電波測定器,2成 分地磁気短周期変動測定
器を用いたものであ り,フランス側は,オ ーロラ光電測
一4
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光器.VLF帯 電波測定器,3成 分長周期,短 周期変動
測定器,リ オメータ等を用いた観測である.前記の観測
項目の中で最も難かしいのはVLF帯 自然電波である.
観測する周波数帯が数百Hz～数+kHzであるため,商
用電源の50Hz高調波ノイズを受けやすく,人里離れた
アースの良く取れる場所でないと観測が不可能である.
フランス側はこの条件を少しでも良くするために,観測
所から15㎞離れた氷河のふ もとにアンテナを設置し,テ
レメータ送信している.我 々は400m離れた地点にアン
テナを設置したが,幸 いにも,アイスランドの商用電力
量が少ないせいか,ノ イズレベルが大変弱く,良質のデ
ータを取 ることができた.連続観測を開始した7月31日
から連日強烈なコーラス,ヒ ス,ホ イスラ一等のVLF
帯エ ミッション,長短周期の興味深い地磁気変動が受信
され.少 々興奮して観測ノー トにデータの特徴を:書き込
む,
Husafellでの設営はすべてフランス側が準備した.主
な設備 として,移 動ステーション(観測機器が建物内に
組み入れられた専用の建物),発電機2台,大 型テン ト
2張(我々の観測機器の設置,食 堂,物 置き等に使用),
コンテナ,ジ ープ1台,小 型バイク1台 である,
オーロラ観測が可能な条件は,月がなく,晴れた暗夜
で,か つオーロラが現われていなければならない,さ ら
に今回は共役点観測が目的であるために,ア イスランド
と昭和基地とが同じ時間に晴れていなければならない.
8月20日から幸運を期待 しつつ観測態勢に入った.幸 い
にもヨーロッパが異常気象という幸運に恵まれ,9月18
日の観測終了までに7日間快晴となった(過去10年間の
統計では,快 晴日が1年 に15日しかない).オーロラ活
動は後ll三の8月31日から活発になり,各種のオーロラ東
西アーク,オーロラ爆発,脈 動オーロラ等の典型的現象
を良質な画像で録画することができた.
今回の観測によって得られた成果は何 といっても,す
べて測定器が正常に動作したことで,本 来の目的であっ
たオーPラ.VLF帯 自然電波,地磁気脈動等の諸現象
を総合的に把握するのに十分なデータを得ることができ
た.さ らに,オ ーロラ粒子の降 り込みと,それに伴なう
電磁波動を多チャンネルデータレコーダに録 音 した た
め,波 と粒子の相互作用を探 ぐるうえで重要な観測がで
きたものと確信している.
9月18日に全観測を終了し,延べ50日間の連続観測の
データが得られた.得 られたデータの概略は,VLF帯
広帯域連続テープ記録700時間,地 磁気脈動連続テープ
記録50日,波動一粒子相関記録80時間,オ ーロラVTR
記録⑳時間,オ ーロラ短周期変動記録60時間,相 関モニ
ター記録50日である,
今回の日仏共同観測は,去年ノルウェーにおいて予備
ユ ー ス
観測を行っていたため,観 測,日 常生活寄すべての面で
協調的に進めることができた,帰 国の途中,パ リでフラ
ンス側と今回の観測に関する今後のデータ解析の進め方
を打ち合わせ,9月25H帰国した,
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フランス側の移動型発電機室とアンテナ
(筆者:佐 藤夏雄 国立極地研究所助手)
南極観測 「今昔物語」
シ リーズその5《t内陸旅行"
村 山 雅 美
「ポールも今や指呼の間.車 に旗め く軍艦旗,明 日の
極点到達は南極野郎の 永 遠 の夢.極 点旅行のシクジリ
隊 ああ南極点はそこにあ り」と極点旅行隊は南緯89°
45'のキャンプで歌った.極 点は南極,北 極を問わず極
地探検隊の的である.日本隊 もその例外ではなく,観測
を立て前としたものの,本 音は探検の旗印のもとにはせ
参 じた者が少なくなかったJAREの 発足であった.昭
和基地の設立,西 堀越冬隊の成立の時から極点到達を我
々は永遠の夢 と抱き続けていたのである.
日本隊の内陸活動は,犬 櫨旅行により,南極大陸の一
角にその足跡を残す;」f典的な幕開けであった.東はオラ
フ海岸を日の出岬まで,南 西にはボツヌンテンを極める
など,総行程SOOkmに及ぶ犬楡旅行は日本隊の調査旅行
史を飾るものである.犬槙チームの編成,訓 練など零か
ら始めた第1次 隊は,全 く未知であった東南極の氷雪の
上,エ スキモーのそれに比べれば,そ の力量において雲
泥の差があった犬観チームを駆使して,よ く2か月近 く
にわたる行動を成功裡に,多 くの地学調査の成果をあげ
たことは特記すべきものがあった.
好事魔多しというか,当 にした禅は,え てして向うか
らはずれるものだが,予備観測に続く本観測と意気込ん
5
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で.再 び南極海に船を進めた第2次 隊は,ま ん ま と失
敗,辛 うじて西堀隊を飛行機で救出した.7名 で編成し
た墓守越冬隊も昭和基地に行 くこと叶わず,多 くの犬を
置き去 りにしてしまった.犬 殺しと照しられて帰国した
我々は,大 橋の使用を放棄せざるを得なかった.こ こに
内陸調査の機動力は雪上車に転換することになった.し
かし早期の転換は雪上車の運用に豊富な経験を得,ひ い
ては雪上車の開発とな り現在,　OVER　SNOW機 動力
においては,南 極に活動する多 くの国の中で,我 々の低
い鼻もやや高 くなった経過を述べることにしよう.
タロ,ジ ロにめ ぐり遇えた第3次 隊は,幸 先良しと,
第1次 隊が残した雪上車を整備し,燃料 ドラムの掘 り出
しに精根を慎むけた.迫 りくる秋には,早 くも雪上車に
よる内陸旅行に飛び出した.今 考えれば不思議なことだ
が,内 地の乗用車にも必ず取 りつけるカーヒーターも無
いKC20,KD20で,寒さを堪能しながら走った もの
だ.ガ ソリンタンクに発生する氷晶に悩みながらも,幻
に終わったANARE山 兎を求めて走行750km余りの経
験は貴重なものであった.話 しは前後するが,第2次 隊
が新しく造った5悩 のKD20雪上車により隊員はパ トカ
ーの先導で東京から箱根往復の走行訓練もした.また,
出発直前,雪 上車に時の文部大臣を乗せて東京都内をパ
レードしたことなど,今時とても考えられない華々しい
南極への門出であった.そ の5輌 の雪上車を昭和基地に
氷上から搬入できた第4次 隊は強力な足を持 った.福 島
君の遭難を乗 り越え.や まと山脈まで1,200㎞の調査旅
行は,雪 上車によるOPERATIONの型を定着させた.
第5次 隊はKD20の2輌をセ ミキャブオーバーに改造す
るなど,内陸旅行の準備 を行 い,75°Sまでの行程は
2,IOOkmを越えるに至った.
内陸旅行ののびの裏にはいろいろな逸話もある.雪上
車のオイル漏水の跡を辿ってルー トを見つけたこともあ
った.長 いブリザー ドに閉じ込められて雪 まみれのテン
トの中,ラ デイユースコンロを囲んで,「 こんな事をし
ていちゃ長生きはしないよな」と言いながらも南極を楽
しんだものだ.旅行用の燃料の割当に,1tを 問題にし
て侃々誇々の議論の末,旅行計画を立てた こ と もあっ
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プラトウ基地を出発する極点旅行隊
ぺ
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た.あ る時は,「 できるだけダブルクラッチを使え」と
教えられて,基地を出て行った隊員が,帰 ってきて言 う
ことがふるっていた.「工具箱にもどこにもダブルクラ
ッチは入っていませんでしたよ,ひで え 目に会った」
と,
宗谷時代は幕を閉じ,``ふじ"にバ トンタッチされた時
雪上車にも大きな改革がきた,南極再開を極点旅行でア
ピールした私は,長距離用雪上車として次の性能をそな
える車の開発を防衛技術本部に依頼した.-60°Cまで
の低温性能.高 度4,∞Omに耐えるもの.南極の氷原上
6,000㎞の耐久性.乗 員4名 のベッド,航法機器,通 信
機,観 測機械,炊 事用具,造 水器等を搭載すること.南
極再開準備費5,000万円の一部をこの雪上車の開発費に
あて,KD60の誕生となった.第9次 隊が極点旅行を実
施することを前提 として,3年 間に6輌 の製造が幸に予
定どおり実施され,内陸旅行はKD60の投入により大き
な飛躍をみた,す なわた,第8次 隊によるプラ トウ基地
まで2,600㎞余の実績を引き継いだ第9次隊はインド洋
から南極点まで氷原にシュプールを刻み込ん だ ので あ
る.
内陸調査に線から面への変換の時がきた.第10次隊か
ら開始されたエンダビ一計函に従い,や まと山脈からサ
ンダーコック ・ヌナタクの間,氷 河の流動測定,み ずほ
基地の開設と維持などに雪上車は縦横に使われるように
なった.そ の間長距離旅行 としては,第10次隊のやまと
山脈へ2,200㎞,第U次隊のサンダ・一ーコ ック1,600㎞,第
15次隊77°Sまで2,200km,やまと慣石探しに2,300㎞等
があげられる.
一画,今や厳寒期を も雪上車の行動時期 としているこ
とは,日 本隊の設営能力の高さを示すものと言えよう.
みずほ基地 まで往復約650㎞の問,第11次隊が先鞭をっ
けて以来,年 間を通 じ通い慣れた路となるに至った.長
距離用 としてKD60の完成に続き,中距離用としてSM
50が生まれた.-50°Cの低温性能,3,000mの高度性能
を持ち,ゴ ムタイヤ,ゴ ム腹帯,エ ンジン出力に余裕を
もつSM50は第19次隊により2輌目が昭和基地に搬入さ
れようとしている,長年内陸旅行の足として親しまれて
じ ロ
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きたKC20の生産中止の後は,KC40があとを引き継 ご
うとしている.また,燃 料 ドラム12本積みの楡6台,そ
れに居住カブースを引いてリモー トコン トロールにより
無人でみずほ基地に到達 したD31トラックターの出現も
画期的なものだ.
内陸旅行の今昔物語を終わるにあたり,他国と比較し
てみ よう.トラックター トレインの名のもとに,毎年 ミ
ルニーボス トーク間.大 量の物資を輸送しているハリコ
フチャンカを主力とするソ連隊には.一 目お くと して
も,シ ャルコー付近からボス トークに至る雪氷調査にあ
たり,燃料補給のC130を2機失 う犠牲をはらっても完
結できなかったホチキス雪上車によるフランス隊,キ ャ
タピラーD-4トラックタ一-e=よるオーストラリや隊,
スノーキャットによるアルゼンチン隊などをはるかに抜● く実力を自負できる日本隊の内陸旅行隊のプロフィール
とわれわれの足跡を紹介して,更 に今後の発展を期待 し
たいものだ.
極 点 旅 行 隊
(筆者:国 立極地研究所次長)
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永田所長,村 山次長に
アマチュア無線連盟から感謝状
南極大陸にアマチュア無線局を開設運用することを計
画 し,その実現に貢献した功績により,9月23目社団法
人日本アマチュア無線連盟原昌三会長から感謝状が贈ら
れた.
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第18次隊 月例報告
〈52年7月 ・8日 〉
7月中旬以降,低 気圧気味となり天気がぐずつき,ブ
リザードとなって30日には,月 最大瞬間風速46.1m/sec
を記録した.8月 に入ってからも天気は回復せず曇天が
多 くオーロラ観測にも恵 まれず,ま た,対 内地通信の困
難な日が多かった.
観測報告
ロケット観測:7月12日,19時15分(現地時間)ロ ケ
ットS-210JA29号機を打ち上げスピンモーター,脱頭
ともに動作良好で165秒後最高到達高度117.9㎞に達し
た.26日,18時35分にetS-・310JA3号機を打ち上げデ
スピナー,開頭 とも動作良好で234秒後最高 到 達 高度
221.5㎞に達 し観測に成功 した.
これらは地上観測とともに,IMS計 画の焦点である
GEOS衛 星 との共同観測にも成功した.ま た,8月10
日,15時47分S-210JA27号機を打ち上げスピンモータ
あ
一,脱頭に良好で167秒後最高到達高度11乳9㎞に達し
た.これをもって第18次隊のロケット観測は全機,成 功
裡に終了した.
地理:7月6目,ポ ールポルメン南の海域で測深を始
めた.氷の状況悪 く能率上がらず27日までに57点を測深
した.17日にはオングルカルベンまでの氷の状況偵察を
行った.
みずほ観測拠点:第3回 内陸旅行隊は.寺 井啓を リー
ダーに金子誠一,小 賀隆,福 沢志津夫,富 田瑞穂,坂 本
、純一の6名で8月12日,昭和基地を出発した.KD60雪
上車6号,9号,SM50S雪 上車が居住用ガブースと檎
を引き,と っつき岬.見 返 り台を経由し17日,無人観測
点Alに 到着,5月 末,再 建した観測装置が作動良好な
ことを確認し.21日みずほ観測拠点へ到着した.旅 行隊
は滞在者のうち2名が交替し帰路,無 人観測点の補修,
点検後,9月 上旬 昭和基地帰投の予定である.
設営報告
燃料消費内訳 単位1
職 員 の 異 動
10月1日 和田 誠 雪氷学研究部門助手に採用
昭和47.3東京大学理学部物理学科挙業
50.3名古屋大学大学院理学研究科修
士課程修了
52.9同博士課程退学
専門分野 雪氷物理学
区 分
7月 8月
消費量 残 量 消費量 .残量
普 通 軽 油 14,420幻釧 ・欄 258,832
灯 油 7,575鋤7711⑤ ・6・44,311
内地 との通信が不調だった他は,昭 和基地 ・みずほ観
測拠点での観測 ・設営 とも,ほぼ順調に経過している.
隊員の健康状態も概ね良好である.
7一
極 地 研 ニ ュ ー ス
昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　Monthly　Climatological　Data)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(ec)
最 高 気 温(Max,　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　 ternp.)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(皿b)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-mln.　men)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　of　clear　days)
7月(Ju1.)
一13 .5
一3
,9
一24.8
990,2
1.5
63
7,9
8月(Aug.)
-16,0
一4
,4
一3L9
989.6
1.5
72
4.6
36.8(7/30,ENE)23.0(8/24,NNE)
46.1(7/30,ENE)30.0(8/23,NE)
7,5
4
7.9
3
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一南極の恐竜一
2億 年 前,南 極 大 陸 は 現 在 の ア フ リカ,イ ン ド,オ 一
三 ス トラ リア,南 ア メ リカな どの 諸 大 陸 と と もに,ひ とつ
;の 巨大 な大 陸 を形 成 して い た.こ の 巨 大 な 大 陸 は ゴ ン ド
1ワ ナ大陸と呼ばれている.このゴンドワナ大陸が中生代
きのジaラ紀(約1億5㎜ 万年前頃)か ら分裂を始め.現
1在 の南半球にある各大陸になったと考えられている.
}最 初,大 きな大陸を動かす動力に十分な説明がなされ
t－なかったので.「 動 く大陸」の学説は否定されかけた.
≡ ・か・,第 ・回国際鵬 酬 年(1957年)を契機と・た
三地球物理学の進歩の結果,海 洋底拡大説が提唱 され,多
1く の人・の辮 を・せた,
i;ひ とつづきになっていた部分の地層が同じであり,そ
.°..、.V♂..、...㌔.、A～.....、.㌧.'A........41～V.....`....'A...`.「..%～V..1.㌔....'A.`1..."㌧ヤV 1、 .い A～ ㍉.、.V'.㌔.叫.`A～......,..PtA".V...1～V、...い..'A.、..1.、.㌔～V. へ..A●
の地層からグロソブリテスと呼ばれる裸子植物の化石が 三
共通して親 されている。となどが浦 極大陸がア。リ1
力大敵 どと_つの大陸を形成していた誠 である.1
しかし,。の事実をよ朔 ら賊 したのはリス トルザ ミ
ウルスの骨の観 であ。た.南 鰍 断山脈を脚 るベァ;
一 ドモ ア 氷 河 の グ ラ フ ァイ トピー ク付 近 の 三畳 紀 の フ レ]
モ ウE'0(約2億年 前∫)か ら,1967年}・動 物 の骨 」・1-h:二。1
一 ジー ラ ン ド隊 に よ り発 見 され .1969-70年ア メ リカ 隊;
に よ り,リ ス トル ザ ウル ス と同定 で きる だ け の標 本 が 発 三
掘 され た.リ ス トル ザ ウル ス は 獣 形 目に 属 す る陸 上 の 爬 ミ
虫 類 で,中 く らい の 犬 程 度 の 大 き さで あ る.水 辺 に 住 み,」
草 食 で.群 を な して 生 活 して い た と推 定 され る.;
この フ レモ ウ層 か らは,ほ か に も爬 虫 類 や 両 法 類 の 骨;
も発見され・いる.… ルザウルスは南… カでもi
完全な骨格が発見されていた.リ ス トルザウルスが泳い 三
で渡れそうもない,4,000㎞の海洋に隔てられている両S
大陸から同じ嚇 の化石が発見さhtc。とからd=っ の1
大陸は,かつてはひとつづきの大陸だったと推定される 乏
よ うに な っ た.1
リス トルザウルスはその後地球上を支配した多 くの恐;
'竜
の先祖である.その化石の発見は,南極調査史上に永::
久峨 ・鰍 である,≡
ミ
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